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細胞内のオルガネラはそれぞれ固有の機能を担う一方、相互に連携しながらダイナミックに機能している。蛍光

イメージングは、こうしたオルガネラの動態を生細胞内でリアルタイムに可視化できる強力な技術である。その性

能を最大限に引き出すためには、高性能な蛍光プローブの開発が不可欠である。我々は、蛍光色素の光褪色

という課題を克服するため、超耐光性を有する蛍光プローブ群を開発してきた。さらに、局所環境の違いを光情

報として可視化する環境応答性蛍光プローブを用い、オルガネラの機能や状態の解析に取り組んでいる。本講

演では、我々が開発した蛍光プローブの設計戦略と生細胞イメージングへの応用例を紹介する。 
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